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【部門区分】第７部門第３区分
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【手続補正書】
【提出日】平成28年3月17日(2016.3.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ジャックの第１端子を、接地接続点に選択的に接続するように構成された第１接地スイ
ッチ(81)と、
　前記ジャックの第２端子を、前記接地接続点に選択的に接続するように構成された第２
接地スイッチ(82)と、
　前記ジャックの前記第１端子を、マイクロフォンノードに選択的に接続するように構成
された第１マイクロフォンスイッチ(83)と、
　前記ジャックの前記第２端子を、前記マイクロフォンノードに選択的に接続するように
構成された第２マイクロフォンスイッチ(84)であって、前記スイッチ(81, 82, 83, 84)は
、前記ジャックが北米タイプとして検知されるかまたは欧州タイプとして検知されるかに
応じて構成される、第２マイクロフォンスイッチ(84)と、
　前記ジャックが前記北米タイプとして検知されるかまたは前記欧州タイプとして検知さ
れるかに基づき、前記ジャックの前記第１端子または前記第２端子のいずれかを選択的に
接地検出入力に選択的に接続するための手段と
を含む、装置。
【請求項２】
　前記選択的に接続するための手段が、
　第１接地検出スイッチを前記ジャックの前記第１端子に接続する第１インダクタと、
　第２接地検出スイッチを前記ジャックの前記第２端子に接続する第２インダクタと、
　前記第１インダクタと前記第１接地検出スイッチとの間の接続点を接地に接続する第１
キャパシタと、
　前記第２インダクタと前記第２接地検出スイッチとの間の接続点を接地に接続する第２
キャパシタと
を含む、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
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　前記ジャックの左および右のオーディオ端子を駆動するための手段をさらに含む、請求
項１に記載の装置。
【請求項４】
　左および右のオーディオチャンネル増幅器をさらに含み、
　前記増幅器の各々は、
　正入力、負入力、および出力を有する差動増幅器と、
　前記負入力に接続される第１抵抗器と、
　前記正入力に接続される第２抵抗器と、
　前記出力を前記負入力に接続する第３抵抗器と、
　前記正入力を前記接地検出入力に接続する第４抵抗器と
を含むことを特徴とする請求項２に記載の装置。
【請求項５】
　複数の前記スイッチが、単一のチップ上に統合されており、
　前記単一のチップは、前記左および右のオーディオチャンネル増幅器のための回路をさ
らに含む、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記左および右のオーディオチャンネル増幅器が、集積回路上に設けられ、
　複数の前記スイッチが、前記集積回路から離れて設けられる、請求項４に記載の装置。
【請求項７】
　前記第１インダクタおよび前記第２インダクタが、フェライトビーズを含む、請求項４
に記載の装置。
【請求項８】
　前記ジャックの前記第１端子および前記第２端子に接続されたＦＭ無線処理回路をさら
に含む、請求項４に記載の装置。
【請求項９】
　複数の前記スイッチおよび前記選択的に接続するための手段が、単一の集積回路上に設
けられており、
　前記集積回路は、
　前記第１接地スイッチの出力、および前記第１マイクロフォンスイッチの出力を接続す
るための手段と、
　前記第２接地スイッチの出力、および前記第２マイクロフォンスイッチの出力を接続す
るための手段と
をさらに含む、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　前記スイッチ、前記選択的に接続するための手段、および前記接続するための手段を収
容するための基板をさらに含む、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　６つの前記スイッチが、オーディオコーデックを収容する集積回路から離れて設けられ
ており、
　前記装置が、
　前記第１接地スイッチの出力に接続される第１物理ピンと、
　前記第１マイクロフォンスイッチの出力に接続される第２物理ピンと、
　前記第２接地スイッチの出力に接続される第３物理ピンと、
　前記第２マイクロフォンスイッチの出力に接続される第４物理ピンと、
　前記第１接地検出スイッチの出力に接続される第５物理ピンと、
　前記第２接地検出スイッチの出力に接続される第６物理ピンと
をさらに具備し、
　前記第１物理ピンおよび前記第２物理ピンが、互いに電気的に接続され、
　前記第３物理ピンおよび前記第４物理ピンが、互いに電気的に接続される、請求項２に
記載の装置。
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【請求項１２】
　前記スイッチ、ピン、およびジャックを収容するため基板をさらに含み、
　前記第５物理ピンが、前記ジャックに近接する位置で前記ジャックの前記第１端子に電
気的に接続され、
　前記第６物理ピンが、前記ジャックに近接する位置で前記ジャックの前記第２端子に電
気的に接続される、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　第１接地スイッチを使用して、ジャックの第１端子を、接地接続点に選択的に接続する
ステップと、
　第２接地スイッチを使用して、前記ジャックの第２端子を、前記接地接続点に選択的に
接続するステップと、
　第１マイクロフォンスイッチを使用して、前記ジャックの前記第１端子を、マイクロフ
ォンノードに選択的に接続するステップと、
　第２マイクロフォンスイッチを使用して、前記ジャックの前記第２端子を、前記マイク
ロフォンノードに選択的に接続するステップと、
　第１接地検出スイッチを使用して、前記ジャックの前記第１端子を、接地検出入力に選
択的に接続するステップと、
　第２接地検出スイッチを使用して、前記ジャックの前記第２端子を、前記接地検出入力
に選択的に接続するステップと
を有し、
　前記スイッチは、前記ジャックが北米タイプとして検知されるかまたは欧州タイプとし
て検知されるかに応じて選択的に接続される、方法。
【請求項１４】
　第１インダクタを使用して、前記第１接地検出スイッチを、前記ジャックの前記第１端
子に接続するステップと、
　第１キャパシタを使用して、前記第１インダクタと前記第１接地検出スイッチとの間の
接続点を、接地に接続するステップと、
　第２インダクタを使用して、前記第２接地検出スイッチを、前記ジャックの前記第２端
子に接続するステップと、
　前記第２インダクタと前記第２接地検出スイッチとの間の接続点を、接地に接続するス
テップと
をさらに有する、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　複数の前記スイッチが、単一のチップ上に統合されており、
　前記単一のチップは、左および右のオーディオチャンネル増幅器のための回路をさらに
含む、請求項１３に記載の方法。
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